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Ⅰ．はじめに

　日本学生支援機構（2022. 3）によると，2021年（令
和 3年） 5月 1日現在の留学生数は242,444人で，そ
のうち高等教育機関に在籍する留学生は201,877人と
なっており，20年前と比べると 2倍近く増加してい
る。30年前には約 5万人であった留学生は，その後
アジアを中心とした多くの国から来日し，大学では多
様な文化背景を持つ留学生を受け入れることとなっ
た。これにより，大学という「場」における留学生
と日本人の異文化接触に関する諸問題が顕著な形で
現れ始めた。加賀美（2016）は，留学生が約10万人
になった2002年ごろまでの在日留学生の諸問題を調
査した先行研究を概観し，「留学生にとって大学とい
う場とその教育内容だけが必ずしも留学の総合的評
価を決定するわけではなく，ソフト面の重要性を示

している」とまとめている1）。このことは，受け入れ
る側の異文化理解教育の必要性を問うものである。
　徳井（2020）は多文化共生について，「異なる
人々が，互いの文化的差異を認め合い，対等な関
係を築こうとしながら共に生きていくこと」（p. 3 ）
とし，日本語教育の立場から多文化共生のコミュニ
ケーションについて捉え直している。この「対等な
関係」であるということは，逆に言うと「対等でな
い関係」があると解釈できる。これは，マジョリ
ティとマイノリティ，支援する側と支援される側と
いった上下の関係や強者と弱者といった観念が日本
社会にあることを意味する。こういった固定観念を
払拭し平等な社会を築くため，学校においても早
い段階から異文化理解教育が進められている。ま
た，日本語教育人材養成においても「必須の教育内
容」2）の中に多文化共生，異文化受容・適応，異文
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化間教育，異文化コミュニケーション，異文化接
触，異文化間教育など異文化理解に関する項目が組
み込まれている。このように，異文化理解教育は日
本社会において重要な位置づけとなっている。
　さて，四国大学では本格的に外国人留学生を受け
いれるべく，2016年に短期大学部において外国人留
学生プログラム 3年コース（以下，「短大」）を開設
した。また，2019年度には経営情報学部，2020年
度には文学部と生活科学部生活科学科（以下，「大
学」）においても特別プログラムを開設し留学生を
受け入れ始めた。
　「大学」，「短大」ともに 1年次には日本語科目が
配置されている。特に「短大」では， 1年次は日本
語教育を中心に科目が編成され，大学で学ぶために
必要な日本語力を養いながらゆるやかに専門教育に
繋げていくカリキュラムとなっている。 1年次の日
本語教育内容は，日本語力の育成を目的とした基礎
科目と日本社会や文化を学ぶ科目が組み込まれてい
る。中でも特徴的なのは，留学生に対する「異文化
コミュニケーション演習」である。この科目では，
一定の知識を学んだあとプロジェクトワークを導入
し，日本人の考え方や行動の理解を深める学習活動
を行っている。プロジェクトワークでは，留学生が
自らの興味関心をテーマに日本人学生にアンケート
調査を実施する。
　先行研究を概観すると，アンケート調査活動を通
して留学生の異文化理解の促進を図ったものに梶原
（2016）がある。また，異文化理解教育においては，
大学における留学生と日本人学生双方の学びとなる
協働学習活動を取り入れた授業案を提示した北出
（2010），ディスカッションを通して留学生と日本人
学生が異文化理解の促進を図ったものに菅川（2022）
がある。本稿では，これらの先行研究と比較しなが
ら，アンケート調査活動による授業実践の有効性と
改善点について論述する。尚，本稿の一部は，元木
佳江・四宮可苗（2022）「外国人留学生と日本人学
生の相互交流を通した学びの実践」，2022年度第69
回中国・四国地区大学教育研究会の研究を論文化さ
せたものである。
　Ⅱ章では，留学生に対する異文化理解教育として

本学で実施している「異文化コミュニケーション演
習」の授業について概要を説明する。Ⅲ章では，異
文化理解を深めるための工夫に触れながら「アン
ケート調査活動」の内容について詳述する。Ⅳ章で
は，アンケート調査のテーマや調査活動の振り返り
から，留学生の異文化理解の変化について考察する。

Ⅱ．「異文化コミュニケーション演習」授業概要

１．留学生に対する異文化理解教育のねらい
　外国人として日本で暮らす留学生にとってはすべ
てが異文化である。にもかかわらず，彼らに異文化
理解や異文化コミュニケーションに関する知識が必
ずしも備わっているわけではない。中には，自文化
を主張し多文化を受け入れようとしない留学生も見
受けられる。一方で，異文化に適応しようとするあ
まり，自文化を捨て新たな文化に合わせようと苦悩
する留学生もいる。留学生の場合，時間が経つにつ
れ日本に対する印象が悪くなっていく場合も少なく
ないという。
　場が個や集団に影響を与える視点については，異
文化接触に伴う心理的変化を扱った問題が多い（加
賀美，2016，p. 92）。来日 1年後に精神健康度が低
下する傾向があることを示した井上・伊藤（1997）
は，この時期を「日本に対する違和感が生まれる時
期に移行したことを示すもの」とし，カルチャー・
ショックの一面であることを示した。これらの先行
研究は留学生に対する異文化教育を意味づけるた
めに重要な知見であり，外国人留学生科目として
の「異文化コミュニケーション演習」が，留学生に
とって有益であることを再確認することができるも
のである。
　「異文化コミュニケーション演習」の授業を組み
立てるにあたっては，次の 2点を授業のねらいとし
た。 1点目は異文化の中で暮らす外国人である自分
を客観的に捉えることで，日本で生活する道を選ん
だことを肯定的に受け止められるようになること，
2点目は多様な背景を持つ人々を理解し「尊重」す
ることで，ともに日本で暮らす人として「共感」で
きる態度を身につけることである。これは，自らを
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外国人という括りで捉えるのではなく，人とかかわ
り合って生きる「社会的な存在」として自分自身を
捉え直すことにもつながる。
　留学生に求める「尊重」「共感」「社会的存在」と
しての捉え直しは，理論や知識の習得だけはむずか
しい。加賀美（2016）では，大学の授業や教室外活
動における異文化接触の実体験が，多文化理解にお
いて影響をもたらした先行事例を紹介している。次
節では，知識の習得と活動を組み合わせた「異文化
コミュニケーション演習」の授業について詳説する。

２ ．「異文化コミュニケーション演習」授業内容
　「異文化コミュニケーション演習」の授業の目的
は，日本で暮らす留学生が異文化を理解し受け止
め，学んだ知識を実生活で活かしながら異文化の中
で自分らしく生きる力を身につけることである。そ
のためのクラス設計として，前半では理論を学び，
後半ではアンケート調査を取り入れた活動を行うこ
ととした。
　「異文化コミュニケーション演習」の授業は，「大
学」クラスと「短大」クラスの 2クラスで開講され
ている。両クラスともアジアを中心に多国籍の学生
が履修している。クラスには学習補助要員（以下，
TA・SA）として日本人学生が数名配置され，学習
補助のほかグループワークの活動に加わり，留学生
と意見交換を行うことも役割として与えている。

【授業概要】
科目名：異文化コミュニケーション演習
履修者： 外国人留学生　「大学」クラス，「短大」クラス3）

開講期：前期（ 4月～ 8月）　
授業時数：15回（ 1回90分）
指導者：日本語教員 1名　
TA・SA：「大学」クラス，「短大」クラス　各数名
テキスト： 原沢伊都夫（2013）『異文化理解入門』研究社
参考文献： 八代京子他（2001）『異文化コミュニ

ケーション・ワークブック』三修社

　授業の到達目標は，まず異文化理解に関する理論
を理解すること，次に学んだことを実生活で活用で
きるよう考えること，最後に調査活動を行い日本人
の考えを知り，異文化理解を深めることとした。
　授業全体の構成は，前半（第 1回～第 9回）では
異文化理解に関する理論や知識を学ぶ【理論編】，
後半（第10回～第15回）では日本人学生を対象にし
た「アンケート調査活動」を行う【活動編】の 2部
構成とした。【理論編】で学ぶ内容は，後半のアン
ケート調査活動のテーマを決める際，重要な手掛か
りとなる。前半の【理論編】で取り扱った学習は表
1の通りである。
　次章では，【理論編】を踏まえて行った「アン
ケート調査活動」について2021年度の実践を取り上
げて詳述する。

表 1　「異文化コミュニケーション演習」第 1回～第 9回【理論編】学習内容

回 学習トピック テキスト
該当箇所

第 1回 オリエンテーション，異文化とは 第 1章
第 2回 文化とは，見える文化，見えない文化 第 2章
第 3回 異文化適応，カルチャーショック，Ｕ字曲線，Ｗ字曲線 第 4章
第 4回 固定観念，ファイリング，ステレオタイプ 第 7章

第 5回 個人主義と集団主義，高文脈文化と低文脈文化，
モノクロニックとポリクロニック，自己開示

第 9章
第12章

第 6回 非言語コミュニケーション①（身体動作，身体的特徴，接触行動） 第13章
第 7回 非言語コミュニケーション②（パラ言語，空間，人工品） 第13章
第 8回 言語コミュニケーション（自己紹介，謝る） －
第 9回 アサーティブコミュニケーション 第14章
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Ⅲ．「アンケート調査活動」授業実践

１．活動の目的
　「アンケート調査活動」の目的は，Ⅱ 2 で述べた
ように，日本人から生の声を聞くことで異なる文化
に対して自らの考えを持ち理解を深めることである。
初回の授業で「大学生活で何を期待するか」と留学
生に聞くと，「日本人の友達を作りたい」という答え
が返ってくる。しかし，実際に日本人と話す機会が
十分にできた，また，親しい友達ができたという話
は，来日してから 1年経過してもあまり耳にしない。
留学生が日本人学生と友人関係を築きたいと考えて
いるにも関わらず，それが困難だという状況は多く
の留学生にとって共通の悩みである（梶原2016，p. 

28，菅川2022，p. 8 ）。梶原（2016）は，「日本語の
レベルと関係なく「むずかしい」とされる共通の課
題かつ習得したいと思う能力，それは「知らない日
本人に話しかける」という能力である」（p. 28）と
述べているが，留学生にとっては日本人にまず「話
しかける」ことが第一の難関となっているのである。
　日本人の友達ができるためには，ある種のきっか
けが必要である。そこで，アンケートの対象を同年
代の日本人学生とすることによって，アンケート活
動を通して日本人学生と接触する機会を作り，交流
のきっかけとなることを期待した。梶原（2016）で
は，日本人に話しかける力を養うために行ったアン
ケート活動の後，留学生がアンケート協力者と実生
活で接する機会が増え，「知り合い」になっている

ことが示されている（p. 35）。これらの事例から，
「アンケート調査活動」は，日本人とつながるきっ
かけにもなるという副次的効果も期待できる。

２ ．活動の概要
　「アンケート調査活動」は第10回から開始するが，
心積もりのためにコース開始時から事前準備を行っ
た。第 1回のオリエンテーションではコース後半で
「アンケート調査活動」を行うことを伝えた。その
際，活動をイメージできるよう昨年度の発表動画や
PPTを紹介した。また，第 1回～第 9回の授業で
は，調査テーマ決定のための下準備を行った。毎回
授業後にその日の学習内容を振り返り，「アンケー
ト調査活動」について今の考えを提出させ，アイデ
アを蓄積させることにした。このように後半の【活
動編】にスムーズに取り掛かれるように丁寧に準備
を行っていった。
　第10回から 3コマを使って質問紙を作成する。第
13回の授業までにアンケート調査を行い，第13回で
発表資料の作成を行う。そして，第14，15回に「ア
ンケート調査報告会」を開催する。第15回には振り
返りを行い全体で共有する（図 1）。
　調査人数は日本人学生20名以上とした。テーマは
①授業前半の【理論編】で学んだ学習トピック（表
1）をふまえたもの，または，②自分たちの興味関
心のある自由トピックの 2つから選択させた。グ
ループは 1グループ 1 ～ 4 名4）とし，グループを
作る際は学科，国籍，日本語レベルが偏らないよう

図 1　「アンケート調査活動」を中心とした授業全体像



留学生に対する異文化理解に関する授業実践―アンケート調査活動を中心に―

―　　―5

留意した。このようなグループ分けを行うことで，
アンケート調査で生じる外国人と日本人という集団
間の異文化接触にとどまらず，グループ内で個と個
の異文化接触（加賀美2016）が生じ，相互理解が深
まることを期待した。

３ ．アンケート調査報告会
　報告会は以下の日程で行った。新型コロナウィル
スの影響で「大学」クラスの 1回目の報告会はオン
ラインで実施した。「短大」クラスは 2時限連続で
同日に実施した。

「大学」クラス
9グループ　26名
報告会①　2021年 7 月21日（水） 4限目　 5グループ
報告会②　2021年 8 月 4 日（水） 4限目　 4グループ
＜発表テーマ＞
Ｄ 1．個人主義と集団主義
Ｄ 2．日本人の自己開示について
Ｄ 3．在留外国人についての日本人の考え方
Ｄ 4．外国人と働くロボットについての調査
Ｄ 5．大学生のオンラインと対面授業についての調査
Ｄ 6．日本人学生の外国語について
Ｄ 7．日本人大学生の旅行についての調査
Ｄ 8．運動と健康の関係
Ｄ 9．日本人大学生の時間管理や使い方について
「短大」クラス
11グループ　42名
2021年 7 月29日（木）　 1限目， 2限目　
＜発表テーマ＞
Ｔ 1．個人主義と集団主義についての調査
Ｔ 2．個人主義と集団主義について
Ｔ 3．非言語コミュニケーション（身体動作）
Ｔ 4．日本人の見た目についての考え方の調査
Ｔ 5．日本人学生の接触行動について
Ｔ 6．大学でのカルチャーショックについての調査
Ｔ 7．日本人学生の時間の使い方についての調査
Ｔ 8．固定観念についてのアンケート調査
Ｔ 9．外国人の友達
Ｔ10．日本人の大学生活についての調査報告
Ｔ11．日本人の話し方についての調査

※記号「Ｄ」は大学，「Ｔ」は短大を示す。
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４ ．活動の評価
　評価は，他グループの発表に対して行う評価と，
他者からの評価を受けて振り返る自己評価の 2段階
で行った。
　まず，他グループの発表に対しては「評価シー
ト」を用いて行った。「評価シート」は，発表のス
キル面と内容面について評価を行った。スキル面
については，「話し方」「わかりやすさ・内容」「パ
ワーポイント」「質疑応答」の 4項目に対して，「改
善の必要がある⑴」「もう少し⑵」「ふつう⑶」「よ
い⑷」「とてもよい⑸」の 5段階で評価を行った。
⑴⑶⑸については，各項目に判断基準を示した。
内容面についてはコメント欄に記述式で記入するよ
うにした。
　他グループの発表に対する「評価シート」の記入
が終わると，次はその評価シートをグループごとに
集め，自分のグループについて書かれた「評価シー
ト」の内容をグループ内で確認する。グループで改
善点や成果を確認した後，「振り返りシート」に記
入し，最後にクラス全体で振り返りの内容を共有し
た。「振り返りシート」は「評価シート」の 4項目
に「準備作業」を加え 5項目とし，グループ内での
協力も自己評価の対象とした。評価は，自身の発表
に対する評価だけではなく，自分の伝えたいことが
どのように相手に伝わったのかということや相手の
伝えたいことがどれだけ理解できたかを確認するこ
ともできる。そのため，コメント欄の記述は丁寧に
行うよう指導を行った。

Ⅳ．「アンケート調査活動」　結果と考察

　本章では「アンケート調査活動」を調査テーマお
よび報告会を含む調査活動に関するコメントを分析
しながら，留学生がどのようなことに関心を持ち，
異文化理解を深めたのか，また，活動を通してどの
ような変化があったのかについて検証し，その結果
を考察する。

１．調査テーマについて
　アンケート調査で設定した調査テーマからは，留

学生が日本人学生に対してどのようなことに興味関
心を抱き，理解を深めたいと考えたかが推察できる。
　表 2－ 1，表 2－ 2，表 2－ 3は調査テーマを 3
つのカテゴリーに分けて示したものである。カテ
ゴリーの分類は，【理論編】で学んだトピック（以
下，学習トピック型）をテーマにしたものを【Ａ
群】，授業で学んだこと以外で興味関心を持ったト
ピック（以下，自由トピック型）をテーマにしたも
のを【Ｂ群】，【Ａ群】と【Ｂ群】の両方のトピック
が含まれる（以下，混合トピック型）テーマのもの
を【Ｃ群】とした。右列の「トピック・キーワー
ド」は，それぞれのテーマについて学習トピックま
たはキーワードを示したものである。

　【Ａ群】は「大学」 2，「短大」 8の計10グループ
となっており，テーマの選定において学習トピック
型に分類されたグループは全体の半数を占めている
ことがわかる（表 2－ 1）。【Ｂ群】の自由トピック
型に分類されたグループは「大学」 6，「短大」 2
の計 8グループ（表 2－ 2），【Ｃ群】の混合トピッ
ク型に分類されたグループは「大学」 1，「短大」
1の計 2グループ（表 2－ 3）となった。
　以上の結果から，「大学」と「短大」に差はある
ものの，全体の半数以上が学習トピックをテーマの
中に取り入れていることがわかる。これは，テーマ
を考える際，教師が「学習した内容を選ぶと理解が
深まる」というアドバイスを行ったことが要因の一
つとあげられるが，アンケート活動を通して実態を
確認したいという探求心の表れとも捉えられる。
次に，「トピック・キーワード」をカテゴリー別に
見てみる。
　まず，【Ａ群】の学習トピック型では 3つのグ
ループが「個人主義と集団主義」と「非言語コミュ
ニケーション」に該当し，「自己開示」，「カルチャー
ショック」，「固定観念」，「モノクロニックとポリク
ロニック」はそれぞれ 1グループであった。「モノ
クロニックとポリクロニック」は，【Ｃ群】の混合
トピック型でも選択されている。
　【Ａ群】で「個人主義と集団主義」を選んだグルー
プが多かった理由は，今まで日本人は集団主義であ
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ると考えていたが，授業で「集団主義と個人主義の
両方を持ち合わせている（原沢，2013）」6）と学び，
同世代の若者はどのように考えているのか確かめた
いと考えたからではないだろうか。「非言語コミュニ
ケーション」7）を選んだグループについては，授業で
日本と母国，また世界の国や地域と比べながらその
差異を学んだことから，日本での非言語コミュニケー
ションの実際についてさらに興味関心を抱き調査を
しようと考えたのではないだろうか。その他のグルー
プについても，前半の【理論編】で抱いた疑問や興
味からテーマが選定されている。【Ａ群】の留学生は
学習トピックを切り口にして日本人や日本人学生の

実態について理解を深めたいと考えたと言える。
　【Ｂ群】の自由トピック型を見てみると，「外国
人」に関するテーマを選んだグループが 3グループ
と最も多く，「授業」，「外国語学習」，「旅行」，「運
動・健康」，「大学生活」はそれぞれ 1グループで
あった。トピックからは，留学生と日本人学生に共
通する身近な内容に関心を持ち調査を行っているこ
とがわかる。
　例えば，トピックが「旅行」のＤ 7は，アンケー
ト調査の目的について「私たちは旅行が好きなので
日本人学生の旅行状況について調べてみました。旅
行が好きな人と友達になりたい。機会があれば一緒

表 ２− 1　【Ａ群】学習トピック型　調査テーマとトピック・キーワード

調査テーマ トピック・キーワード
Ｄ 1 個人主義と集団主義 個人主義と集団主義
Ｄ 2 日本人の自己開示について 自己開示
Ｔ 1 個人主義と集団主義についての調査 個人主義と集団主義
Ｔ 2 個人主義と集団主義について 個人主義と集団主義
Ｔ 3 非言語コミュニケーション（身体動作） 非言語コミュニケーション
Ｔ 4 日本人の見た目についての考え方の調査 非言語コミュニケーション
Ｔ 5 日本人学生の接触行動について 非言語コミュニケーション
Ｔ 6 大学でのカルチャーショックについての調査 カルチャーショック
Ｔ 7 日本人学生の時間の使い方についての調査 モノクロニックとポリクロニック5）

Ｔ 8 固定観念についてのアンケート調査 固定観念

表 ２− ２　【Ｂ群】自由トピック型　調査テーマとトピック・キーワード

調査テーマ トピック・キーワード
Ｄ 3 在留外国人についての日本人の考え方 外国人
Ｄ 4 外国人と働くロボットについての調査 外国人
Ｄ 5 大学生のオンラインと対面授業についての調査 授業
Ｄ 6 日本人学生の外国語について 外国語学習
Ｄ 7 日本人大学生の旅行についての調査 旅行
Ｄ 8 運動と健康の関係 運動，健康
Ｔ 9 外国人の友達 外国人
Ｔ10 日本人の大学生活についての調査報告 大学生活

表 ２− 3　【Ｃ群】混合トピック型　調査テーマとトピック・キーワード

調査テーマ トピック・キーワード
Ｄ 9 日本人大学生の時間管理や使い方について モノクロニックとポリクロニック＋大学生活
Ｔ11 日本人の話し方についての調査 高文脈文化と低文脈文化＋外国人
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に行きたい8）」（原文ママ，ただし，下線部は筆者
加筆修正）と述べている。「旅行」という共通する
話題からお互いの価値観を理解しようとしているこ
とが窺える。Ｔ10の「日本人の大学生活についての
調査報告」の質問項目には，在学中に取得した資格
や生活費はどのように工面しているかというものが
あった。このグループの調査からは，日本人学生か
ら身近な情報を得たいという意図が窺える。
　以上から，【Ｂ群】のグループは，調査結果を大学
生活に役立てたいという考えがあることが推察される。
　【Ｃ群】については，Ｄ 9は「時間」をテーマに
学習トピックの「モノクロニックとポリクロニッ
ク」と自由トピックの「大学生活」の 2つを組み合
わせて調査している。Ｔ11は「話し方」をテーマに
学習トピックの「高文脈文化と低文脈文化」と自由
トピックの「外国人」を組み合わせて調査してい
る。これは，【Ａ群】で見られた傾向と同じく授業
で疑問や関心を持ったことに加え，さらに興味関心
を持った対象や項目を限定して調査を行ったものと
考えられる。

３ ．留学生のコメントについて
　本節では，「調査報告会での感想」，「評価シート」，
「振り返りシート」におけるコメントの記述を引用し
ながら「アンケート調査活動」を通して留学生が日
本人に対する理解をどう深めていったかを考察する。
　以下は「調査報告会での感想」と「振り返りシー
ト」に書かれたコメントから調査内容に関連した内
容を抽出したものである。
　【Ａ群】のコメントを見ると，ⅱⅵⅶからは調
査活動を通して新たな気づきや発見があったこと認
められる。ⅰⅳからは，学習トピックについて再
確認ができたことがわかる。また，ⅲⅵには，【理
論編】で知ることができなかった様々な実態につい
て知ることができたとある。留学生は調査活動を通
し日本人や日本人学生に対して自分なりの考えを得
ることができたのではないだろうか。北出（2010）
は，日本語教育において「学習者が主体となり，目
標言語を使用する相手とのコミュニケーションま
たはコミュニティに参加することによって異文化
理解および自己の再認識をすることが重要な目標」
（p.67）とし，講義だけでなく，個人的な異文化間

【Ａ群】学習トピック型をテーマにした留学生
ⅰ「日本人はみんなモノクロニックタイムではないと分かった」（Ｔ 7）
ⅱ「約束した時間に遅れたことがある人は多くて，驚いた」（Ｔ 7）
ⅲ「日本人の見た目について色んなことを学ぶことができました」（Ｔ 4）
ⅳ「多くの日本人は集団主義だとわかりました」（Ｔ 1）
ⅴ「日本人は自己開示に対して，保留することが多いです」（Ｄ 2）
ⅵ「四国大学生の中にジェスチャーを使う人が多いです」（Ｔ 3）
ⅶ「固定観念の影響は様々な面があることにショックを受けた」（Ｔ 8）

【Ｂ群】自由トピック型をテーマにした留学生
ⅷ「今回の調査の結果を見てから自分も日本人男性と同じように対面授業の方が好きであることがわかった」（Ｄ 5）
ⅸ「たくさんの日本人と友達になろうと思います」（Ｔ 9）
ⅹ「日本人との距離がなくなりました」（Ｔ 9）
ⅺ「旅行が好きな人といつか集まって旅行することが出来たらいいなとおもいます！」（Ｄ 7）
ⅻ「アンケート調査活動をして，いろいろな知識を得ました。日本人の考え方もよくわかりました」（Ｄ 4）
 （原文ママ，ただし下線部は筆者加筆修正）
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コミュニケーション経験による内省からの学びが必
要であると述べている。今回のこの結果から留学生
は【理論編】での学びを【活動編】で個人的なもの
として捉えることができたと言えるのではないか。
　一方，【Ｂ群】の自由にテーマを選んだ留学生の
コメントには，ⅷⅻの調査結果に関する感想だけ
でなく，ⅸⅹⅺのように日本人との関わりについ
ての感想が見られた。調査テーマのトピック（表
2－ 2）にも表れているように，【Ｂ群】の留学生
は身近な話題から日本人を理解しようという考えを
調査前から持っていたが，調査を通し日本人と親密
になりたいという気持ちや今後の交流に活かそうと
いう思いが高まったことが窺える。
　以上のように，「アンケート調査活動」を通して，
留学生自身いずれも自グループのテーマに関しては
異文化に対する理解の変化が認められた。しかし，
一方で他グループのテーマについての留学生のコメ
ントは少なく，このことから自グループ以外のテー
マについて関心や理解が十分に深まったとは言い難
い。

Ⅴ．まとめ

　本実践により実践者が期待したことは，留学生が
異文化理解を深めることによって，相手に対する
「尊重」や「共感」，さらには「社会的存在」として
自己を捉え直すことであった。「アンケート調査活
動」からは，日本人や日本人学生に対する理解の促
進や新たな気付きが得られたことが認められた。さ
らに，【Ａ群】の学習トピック型に分類されたＴ 8
グループの「固定観念についてのアンケート調査」
では，日本人だけでなく「外国人に関する固定観
念」についても調査していた。自分たち「外国人」
が日本人学生にどのように捉えられているのかとい
うことを知りたいと考えたためである。見方を変え
れば，自分たちは「外国人」としてではなく，同じ
大学生として同じ立場で，一人の人間として存在し
ていることを理解してもらいたいという気持ちの表
れとも考えられる。これらを含め，本実践における
「アンケート調査活動」は，異文化理解教育におい

て一定の成果があったと言える。
　一方で，どの程度，他者に関心を持ち理解を深め
たかについてはまだ明確に示されたとは言えない。
他者の考えを取り入れ異文化理解を深めるために
は，「評価シート」や「振り返りシート」の改善は
もとより，テーマの選択理由や動機が明確に示せる
ようなアプローチと，さらには調査活動後の展望な
ども描けるような授業設計の検討が必要である。加
えて，資料の見せ方や発表態度，声の大きさなどス
キル面での指導も不可欠である。
　「異文化コミュニケーション演習」は留学生対象
の授業である。つまり，日本で暮らす外国人に日本
という異文化を理解し，日本人や日本社会と関わる
にはどうすればよいかといった問題を投げかけ，そ
の解決方法を考えさせている。ここで気をつけなけ
ればならないのは，異文化理解教育は一方的な押し
付けではなく，真の相互理解が促される教育でなけ
ればならないということである。多文化共生社会に
おいては，当然のことながら日本人の外国人に対す
る理解も重要である。
　留学生の一人が報告会で次のような感想を述べて
いる。
　　 「日本にいる外国人は日本人についてポジティ
ブに考えています。しかし，日本人の学生達は
他人とコミュニケーションするのが苦手です。
外国人と仲良くなりたいですが，なかなかでき
ない」

 （原文ママ。ただし，下線部は筆者加筆修正）

　留学生にとって日本人の友達を作るのが難しい理
由は，きっかけがないからではないかと先に述べ
た。しかし，きっかけができても，それ以後に関係
が発展しない。この原因は，日本人学生側の異文化
受容やコミュニケーション力に関係しているのでは
ないだろうか。そして，留学生自身そのことを認識
し，日本人との壁に悩んでいるのではないだろう
か。北出（2020）が提案した異文化コミュニケー
ション能力育成を目指した日本人学生と留学生の
協働学習授業で，ある留学生は日本での経験につ
いて，日本社会に「入る（involve）」から共通の目



元木佳江・四宮可苗

―　　―10

的を持ったコミュニティに「携わる（engage）」と
いう認識に変化したことが報告されている（p.84）。
こういった視点から考えると，今後は日本人学生と
外国人留学生が共に学び，意見を交換し，理解を深
める「共修」授業も視野に入れ，授業改善を進めて
いくことも課題の一つである。
　母国を離れ日本を選んで留学した学生たちが，こ
れから何年先まで日本で暮らすかはわからない。し
かし，多くの留学生が日本で就職を希望する中，日
本に来てよかったと思えるような社会であることは
誰しもが望むことである。多くの留学生を受け入れ
ている大学という「場」において，授業という公的
活動を通して相互交流や相互理解が促進されるよう
な取り組みが必要である。
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抄　　　録

　本稿は，留学生に対する異文化理解教育において，留学生の異文化理解を深化させることを目指して行っ
た日本人に対するアンケート調査活動の授業実践について報告する。実践の結果，留学生はアンケート調査
活動を通して，相手に対する「尊重」「共感」の態度，自己を「社会的存在」として捉え直していることが
認められた。一方で，自己の内省からだけでなく，他者の意見からも異文化理解を深める必要性を確認した。
日本人学生との共修も視野に入れた取り組みが今後の課題として示された。
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